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ポイント①米大手ハイテク企業の決算は好調

米大手ハイテク企業5社（マイクロソフト、アップル、ア
マゾン・ドット・コム、アルファベット、メタ・プラットフォーム
ズ）の決算発表が出揃いました。5社合計の23年
10-12月期の売上高は前年同期比12％増の
4,780億米ドル、純利益は同56％増の1,011億米
ドルと、大幅な増収増益となりました。生成AI（人工
知能）需要の拡大や世界的なテクノロジーサイクル
の底入れなどが業績を押し上げた格好です。

先行きの業績についても明るい⾒方が広がっています。
米大手ハイテク企業7社を指すマグニフィセントセブン
（M7）が属する通信サービスや情報技術、一般消
費財の業種別EPSは、S&P500企業全体を上回る
成長が続く⾒通しです（右上図）。

ポイント②ハイテク株は選球眼が試される局面に

ハイテク株主体で構成されるNASDAQ100の12ヵ
月先予想EPSは力強い伸びが続いており、25年にか
けても利益成長が続く⾒込みです（右下図）。利
益の急拡大により、NASDAQ100の5⽇時点の12ヵ
月先予想PER（株価収益率）は25倍台と、過去
10年平均の21.8倍を上回っていますが、前回の最
高値局面の29倍台から比べると、業績面からみた過
度な過熱感は和らいでいます。今後の利益成長性の
高さを考えると、業績の拡大とともにNASDAQ100の
上昇基調は継続しそうです。

ただし、銘柄間の株価パフォーマンス格差が広がりつ
つある点には注意が必要です。M7の時価総額は今
年に入り8,981億米ドル（昨年末比7.5％増、5⽇
時点）増加していますが、アップルやテスラの株価は
下落しています。生成AI需要の取り込みなど業績面
の格差が株価にも反映されやすい流れが続くとみられ、
銘柄選別が重要となりそうです。

決算発表が出揃った米大手ハイテク株の行方

期間：2013年1月4⽇～2024年2月5⽇、週次
・〇印は2025年のBloomberg予想（2024年2月5⽇時点）
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

NASDAQ100と同12ヵ月先予想EPS

期間：2023年Q4（第4四半期）～2024年Q2（第2四半期）、四半期
・EPS成長率は前年同期比で、いずれも2024年2月2⽇時点のBloomberg予想
・業種の囲みはマグニフィセントセブン企業が属する業種。アルファベット、メタ・プラットフォームズは
通信サービス、マイクロソフト、アップル、エヌビディアは情報技術、アマゾン・ドット・コム、テスラは一
般消費財に属する
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

S&P500企業の
主要業種別のEPS（1株当たり利益）成長率予想

個別銘柄の記載は、特定銘柄の売買などの推奨、また価格などの上昇や下落を
示唆するものではありません。
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